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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下り入力／上り出力端子を介して入力されるＣＡＴＶ下り信号を増幅して下り出力／上
り入力端子に出力する下り増幅部と、前記下り出力／上り入力端子を介して入力されるＣ
ＡＴＶ上り信号を増幅する上り増幅部と、前記上り増幅部にて増幅された上り出力信号を
２分配し、一方の分配信号を前記下り入力／上り出力端子に出力し、他方の分配信号を上
り出力モニタ端子に出力する分配器とを具備したことを特徴とする双方向ＣＡＴＶ増幅装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＡＴＶシステムの伝送線路に設けられるモニタ端子を備えた双方向ＣＡＴ
Ｖ増幅装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＡＴＶシステムの伝送線路に設けられる双方向ＣＡＴＶ増幅装置は、一般に入出力信
号のレベルをモニタするためのモニタ端子を備えている。このモニタ端子は、方向性結合
器を介して入出力信号の経路に結合し、実際の入出力信号のレベルに対し、－２０ｄＢ下
がった値で測定できるようになっている。
【０００３】
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　図２は、従来の双方向ＣＡＴＶ増幅装置の構成を示すブロック図である。図２において
、１０はＣＡＴＶシステムのヘッドエンド装置側に設けられる下り入力／上り出力端子で
、この下り入力／上り出力端子１０に入力されるヘッドエンド装置からの下り信号（７０
～７７０ＭＨｚ）は、下り増幅部３１へ送られて増幅される。
【０００４】
　上記下り増幅部３１は、７０～７７０ＭＨｚの周波数帯域を使用する下り信号を選択す
るハイパスフィルタ（ＨＰＦ）１２、結合量が－２０ｄＢの方向性結合器１３、下り増幅
回路１５、結合量が－２０ｄＢの方向性結合器１６、下り信号（７０～７７０ＭＨｚ）を
通過させるハイパスフィルタ（ＨＰＦ）１７からなり、このハイパスフィルタ（ＨＰＦ）
１７の出力信号が下り出力／上り入力端子１８へ送られる。
【０００５】
　そして、上記方向性結合器１３の結合端子から取り出される下り入力信号は、下り入力
モニタ端子１４へ送られ、方向性結合器１６の結合端子から取り出される下り出力信号は
、下り出力モニタ端子１９へ送られる。
【０００６】
　上記下り出力／上り入力端子１８からは下り信号が出力され、ＣＡＴＶ加入者宅のテレ
ビ受信機等へ送られる。　
　また、上記下り出力／上り入力端子１８には、ＣＡＴＶ加入者宅の端末装置例えばパー
ソナルコンピュータから送られてくるインターネット等による上り信号が入力される。こ
の上り信号は、１０～５５ＭＨｚの周波数帯域が使用される。上記端末装置から下り出力
／上り入力端子１８に入力された上り信号は、上り増幅部２０に送られて増幅される。
【０００７】
　上記上り増幅部２０は、１０～５５ＭＨｚの上り信号を通過させるローパスフィルタ（
ＬＰＦ）２１、結合量が－２０ｄＢの方向性結合器２２、上り増幅回路２４、結合量が－
２０ｄＢの方向性結合器２５、１０～５５ＭＨｚの上り信号を通過させるローパスフィル
タ（ＬＰＦ）２６からなり、このローパスフィルタ（ＬＰＦ）２６の出力信号（上り信号
）が下り入力／上り出力端子１０を介して伝送線路へ出力され、ヘッドエンド装置へ送ら
れる。
【０００８】
　そして、上記方向性結合器２２の結合端子から取り出される上り入力信号は、上り入力
モニタ端子２３へ送られ、方向性結合器２５の結合端子から取り出される上り出力信号は
、上り出力モニタ端子２７へ送られる。
【特許文献１】特開２０００－１７５１７３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記従来の双方向ＣＡＴＶ増幅装置においては、下り入力モニタ端子１４、下り出力モ
ニタ端子１９、上り入力モニタ端子２３、上り出力モニタ端子２７にモニタ装置を接続す
ることにより、実際の入出力レベルに対して－２０ｄＢ下がった値でそれぞれの信号レベ
ルを測定することができる。
【００１０】
　また、上記信号レベルの測定に際し、上り出力モニタ端子２７における上り出力の測定
では、実際の上り信号の他に、帯域内に存在する雑音レベルを同時に測定する必要がある
。この雑音レベルは、インターネットで使用している上り信号に影響を与えるため、重要
な測定項目となっている。
【００１１】
　しかし、上記雑音レベルは、２０～３０ｄＢμと低いため、方向性結合器２５で結合量
（－２０ｄＢ）分下がった値となり、上り出力モニタ端子２７では０～１０ｄＢμの値と
なる。この０～１０ｄＢμというレベルは、スぺクトラムアナライザを用いても容易に測
定することができない値である。このため上り信号の雑音レベルを測定するには、下り入
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力／上り出力端子１０に測定器を直接接続するか、上り出力モニタ端子２７に２０ｄＢ程
度の補助増幅器を接続してモニタ出力を増幅した後、測定を行なっている。このため作業
が繁雑となる上、補助増幅器も一般的に信頼性が低く、測定に誤差が生じている。また、
ＣＡＴＶシステムの運用中は、出力端子に測定器を直接接続することができないので、正
確な測定は困難である。
【００１２】
　本発明は上記の課題を解決するためになされたもので、運用中であっても上り出力信号
のレベルと雑音レベルを容易に、かつ高精度で測定できる双方向ＣＡＴＶ増幅装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る双方向ＣＡＴＶ増幅装置は、下り入力／上り出力端子を介して入力される
ＣＡＴＶ下り信号を増幅して下り出力／上り入力端子に出力する下り増幅部と、前記下り
出力／上り入力端子を介して入力されるＣＡＴＶ上り信号を増幅する上り増幅部と、前記
上り増幅部にて増幅された上り出力信号を２分配し、一方の分配信号を前記下り入力／上
り出力端子に出力し、他方の分配信号を上り出力モニタ端子に出力する分配器とを具備し
たことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、双方向ＣＡＴＶ増幅装置の上り増幅部にて増幅した上り出力信号を分
配器で２分配し、その分配信号を上り出力モニタ端子に出力することにより、実際の運用
時においても上り出力信号を遮断することなく、上記上り出力モニタ端子にて実際の上り
出力信号と同じ値の出力信号レベルと雑音レベルを測定することができる。また、非測定
時は、分配器と上り出力モニタ端子との間を遮断すると共に上り出力モニタ端子をダミー
抵抗で終端することにより、外部からの雑音の混入を確実に防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態を説明する。　
　図１は、本発明の実施形態に係る双方向ＣＡＴＶ増幅装置の構成を示すブロック図であ
る。　
　図１において、３０はＣＡＴＶシステムのヘッドエンド装置側に設けられる下り入力／
上り出力端子で、この下り入力／上り出力端子３０に入力されるヘッドエンド装置からの
ＣＡＴＶ下り信号（７０～７７０ＭＨｚ）は、下り増幅部３１へ送られて増幅される。
【００１６】
　上記下り増幅部３１は、７０～７７０ＭＨｚの周波数帯域を使用する下り信号を選択す
るハイパスフィルタ（ＨＰＦ）３２、結合量が－２０ｄＢの方向性結合器３３、周波数特
性の補正量が２ｄＢのスロープ調整器（SLOPE）３５、周波数特性の補正量が４ｄＢのス
ロープ調整器３６、信号減衰量が２ｄＢのアッテネータ（ATT）３７、信号減衰量が４ｄ
Ｂのアッテネータ３８、下り信号を増幅する増幅器３９、０～－１０ｄＢの範囲で周波数
特性を補正する可変スロープ調整器４０、０～－１０ｄＢの範囲で信号レベルを調整する
可変ゲイン調整器４１、複数段例えば３段の増幅器４２、結合量が－２０ｄＢの方向性結
合器４３、下り信号（７０～７７０ＭＨｚ）を通過させるハイパスフィルタ（ＨＰＦ）４
４からなり、このハイパスフィルタ（ＨＰＦ）４４の出力信号が下り出力／上り入力端子
４５へ送られる。
【００１７】
　そして、上記方向性結合器３３の結合端子から取り出される下り入力信号は、下り入力
モニタ端子３４へ送られ、上記方向性結合器４３の結合端子から取り出される下り出力信
号は、下り出力モニタ端子４６へ送られる。
【００１８】
　上記下り出力／上り入力端子４５からは下り信号が出力され、ＣＡＴＶ加入者宅のテレ
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ビ受信機等へ送られる。　
　また、上記下り出力／上り入力端子４５には、ＣＡＴＶ加入者宅の端末装置例えばパー
ソナルコンピュータから送られてくるインターネット等によるＣＡＴＶ上り信号が入力さ
れる。この上り信号は、１０～５５ＭＨｚの周波数帯域が使用される。上記端末装置から
下り出力／上り入力端子４５に入力された上り信号は、上り増幅部５０に送られて増幅さ
れる。
【００１９】
　上記上り増幅部５０は、１０～５５ＭＨｚの上り信号を通過させるローパスフィルタ（
ＬＰＦ）５１、結合量が－２０ｄＢの方向性結合器５２、信号減衰量を５ｄＢと１０ｄＢ
とに切換えられるアッテネータ５４、上り信号線路の通過周波数帯域を１０～５５ＭＨｚ
または３０～５５ＭＨｚに切換える帯域切換器５５、上り信号を増幅する増幅器５６、０
～－１０ｄＢの範囲で信号レベルを調整する可変ゲイン調整器５７、０～－１０ｄＢの範
囲で周波数特性を補正する可変スロープ調整器５８、上り信号を増幅する増幅器５９、上
り信号線路をオン状態にして上り信号を増幅するか、あるいは信号線路をオフ状態にして
上り信号をカットするかを切換える増幅切換器６０、周波数特性の補正量を－２ｄＢと－
４ｄＢに切換えられるスロープ調整器６１、信号減衰量を２ｄＢと４ｄＢに切換えられる
アッテネータ６２、信号減衰量を６ｄＢと１２ｄＢに切換えられるアッテネータ６３、上
り信号を２分配する分配器６４、この分配器６４により分配された一方の信号（１０～５
５ＭＨｚ）通過させるローパスフィルタ（ＬＰＦ）６５からなり、このローパスフィルタ
（ＬＰＦ）６５の出力信号（上り信号）が下り入力／上り出力端子３０を介して伝送線路
へ出力され、ヘッドエンド装置へ送られる。
【００２０】
　そして、上記方向性結合器５２の結合端子から取り出される上り入力信号は、上り入力
モニタ端子５３へ送られ、分配器６４で分配された他方の信号は、切換スイッチ６６を介
して上り出力モニタ端子６７へ送られる。
【００２１】
　上記切換スイッチ６６は、分配器６４と上り出力モニタ端子６７との間をオン／オフす
るためのスイッチで、オン側に切換えた場合は分配器６４の分配出力端が上り出力モニタ
端子６７に接続され、オフ側に切換えた場合には分配器６４の分配出力端と上り出力モニ
タ端子６７との間がオフされると共に、分配器６４の分配出力端と接地との間、及び上り
出力モニタ端子６７と接地との間にそれぞれダミー抵抗６８、６９が接続されるようにな
っている。すなわち、切換スイッチ６６をオン側に切換えた場合は、分配器６４の分配出
力端を上り出力モニタ端子６７に接続して上り出力信号及び雑音レベルの測定を可能とし
、非測定時に切換スイッチ６６をオフ側に切換えた場合は、分配器６４の分配出力端及び
上り出力モニタ端子６７をダミー抵抗６８、６９により終端し、外部からの雑音の混入を
防止するようになっている。
【００２２】
　上記のように構成された双方向ＣＡＴＶ増幅装置では、下り入力モニタ端子３４、下り
出力モニタ端子４６、上り入力モニタ端子５３においては、モニタ装置を接続することに
より、実際の入出力レベルに対して－２０ｄＢ下がった値でそれぞれの信号レベルを測定
することができる。
【００２３】
　そして、上り出力モニタ端子６７にモニタ装置を接続し、切換スイッチ６６をオン側に
切換えた場合には、実際の上り出力信号と同じ値の出力信号レベル及び上り信号に混入し
ている雑音レベルを測定することができる。すなわち、上り増幅部５０は、上り出力信号
を分配器６４で２分配し、一方の分配信号をローパスフィルタ（ＬＰＦ）６５を介して下
り入力／上り出力端子３０へ出力し、他方の分配信号を切換スイッチ６６を介して上り出
力モニタ端子６７に出力しているので、上り出力モニタ端子６７では実際の上り出力信号
と同じ値の出力信号レベルと雑音レベルを測定することができる。
【００２４】
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　また、上り出力信号を分配器６４で２分配することにより、実際の運用時においても上
り出力信号を切断することなく、上り出力モニタ端子６７にて何時でも測定が可能である
。
【００２５】
　また、非測定時には、切換スイッチ６６をオフ側に切換えることにより、分配器６４の
分配端子と上り出力モニタ端子６７との間が遮断されると共に、分配器６４の分配端子及
び上り出力モニタ端子６７がそれぞれダミー抵抗６８、６９により終端されるので、外部
からの雑音の混入を確実に防止することができる。
【００２６】
　なお、本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態に係る双方向ＣＡＴＶ増幅装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図２】従来の双方向ＣＡＴＶ増幅装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００２８】
　３０…下り入力／上り出力端子、３１…下り増幅部、３２…ハイパスフィルタ（ＨＰＦ
）、３３…方向性結合器、３４…下り入力モニタ端子、３６…スロープ調整器、３８…ア
ッテネータ、３９．０…増幅器、４０…可変スロープ調整器、４１…可変ゲイン調整器、
４２…増幅器、４３…方向性結合器、４４…ハイパスフィルタ（ＨＰＦ）、４４…方向性
結合器、４５…下り出力／上り入力端子、４６…下り出力モニタ端子、５０…上り増幅部
、５１…ローパスフィルタ（ＬＰＦ）５１、５２…方向性結合器、５３…上り入力モニタ
端子、５４…アッテネータ、５５…帯域切換器、５６…増幅器、５７…可変ゲイン調整器
、５８…可変スロープ調整器、５９…増幅器、６０…増幅切換器、６１…スロープ調整器
、６２、６３…アッテネータ、６４…分配器、６５…ローパスフィルタ（ＬＰＦ）、６６
…切換スイッチ、６７…上り出力モニタ端子、６８、６９…ダミー抵抗。
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